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 4 月 7 日、新型コロナウイルス感染症

に伴う経済対策としての令和 2 年度補

正予算が閣議決定された。 

水産関係では、漁業者向け事業の継続

と雇用維持、販売促進や需要喚起、輸出

の維持促進を主軸に、総合的な対策が打

ち出されている。概要は以下のとおり。 
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【新型コロナウイルス感染症に伴う経済対策】 

令和 2年度水産関係補正予算の概要 

令和 2年度水産関係補正予算概要 

１ 漁業者の事業継続・雇用維持 

 ①経営維持・再建のための資金繰りの確保 

【32 億円】 

・漁業経営の維持・再建に必要な資金  

  （農林漁業セーフティーネット資金、漁業近

代化資金、漁業経営維持安定基金等）の 

実質無利子化・無担保化等を措置 

・漁業者の資金繰りに支障が生じないよう、

金融機関に対して、適時・適切な貸出、担保

徴求の弾力化、既往債務の返済猶予等の

条件変更への対応を要請 

 

 ②漁業収入安定対策の拡充等【102 億円】 

 ・外食需要の減少等による影響に直面してい

る漁業者の経営を支えるため、積立ぷらすの

基金の積み増しを行うとともに、積立ぷらすの

仮払い及び積立猶予を措置 

③特定水産物供給平準化事業【32 億円】 

  ・新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け

る魚種の過剰供給分を買取・保管する際の

買取資金、保管料等を支援 

 

④入国規制による外国人材の不足等に 

対応した労働力の確保【3億円】 

・漁業や水産加工業における作業経験者等

の人材を確保するための取組や遠洋漁船に

おいて現在雇用されている外国人船員の継

続雇用等を支援 

 

※このほか、以下の対策についても、漁業者・

水産加工業者による活用が可能 

 

○雇用調整助成金の拡充等（厚生労働省） 

 ・雇用調整助成金について、助成率を引き上

げるとともに、非正規雇用労働者も対象とする

こと等により、雇用の維持を図る 

 

○事業継続が困難な中小･小規模事業者等へ

の支援（経済産業省） 

 ・特に厳しい状況にある中堅・中小・小規模事

業者、個人事業主に対し、新たな給付金制

度を創設し事業の継続を支援 

 

２ 水産物の販売促進、飲食業の需要喚起 

 ①需要が減退している水産物の販売促進 

【1,400 億円のうち数】 
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※各事業の詳細につきましては、公表さ

れ次第随時ご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 海上保安庁は、平成 30 年の台風 21

号により発生した走錨事故を受け、「荒

天時の走錨等に起因する事故の再発防

止に係る有識者検討会」を開催し、荒天

時の走錨等により、船舶交通の安全や重

要施設の存続に甚大な被害をもたらす

ような事故の再発防止策に関する事項

を協議した結果、走錨事故防止のために

船舶を運行する船長、運行管理者等が考

慮すべき事項等をとりまとめたガイド

ラインを作成した。 

 本ガイドラインでは、荒天時に備えた

役割分担の重要性や、台風接近時・台風

等避泊時に必要な対応、錨泊方法毎のメ

リット・デメリット等について示されて

いる。ガイドラインは、海上保安庁のホ

ームページでも閲覧が可能。また、同サ

イト内では、港湾ごとの地域的情報も確

認することが出来る（第 4 管区内の情

報は現在調整中）。 

海上保安庁・サイト URL 

https://www.kaiho.mlit.go.jp/mission/kai

jyoukoutsu/soubyo.html 

 

 

【主な予定】 

○4 月 17 日（金） 

 青さのり共販第 6 回汐（松阪） 

 

本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

 

 

 

・インバウンド需要・外食需要の減少や輸出の 

停滞等により、在庫が増加して滞留する等の

影響が生じている水産物について、販売促進

の取組を幅広く支援 

ア）産直ネット販売や学校給食への提供な

ど、漁業者団体、業界団体及び都道府県

等による水産物の販売促進を支援 

イ）需要が減退している水産物の需要を喚

起するための広報活動を支援 等 

 

 ②“Go To”キャンペーンによる需要喚起（飲食業） 

【16,794 億円の内数】 

・インバウンド需要の減少、外出自粛等の影

響が生じている観光・運輸業、飲食業、イベン

ト・エンターテインメント事業等に対して、新型

コロナウイルス感染症の収束後 6 か月程度の

間、政府一体の取組の一環として、オンライン

予約でのクーポン付与、割引食事券の発行

等の需要喚起策を実施 

 

３ 水産物の輸出の維持・促進 

 ○新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大

を踏まえた輸出の維持・促進 

【147 億円の内数】 

 ・家庭食の輸出増加や新規･有望市場でのシ

ェア獲得等、輸出の維持･促進を図るため、

物流に対する支援､食品製造設備等の整備・

導入支援、新規・有望市場の維持･開拓に必

要な商談･プロモーションの支援等を実施 

海上保安庁 

「走錨事故防止ガイドライン」を公開 


